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地
方
交
付
税
が
６
割
占
め
る

　

町
の
歳
入（
入
っ
て
く
る
お
金
）

は
、
そ
の
性
質
か
ら
、
自
主
財
源

と
依
存
財
源
の
２
つ
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料

な
ど
、
町
が
自
主
的
に
収
入
に
で

き
る
も
の
。
今
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
で
は
、
総
額
約
５
億
１

７
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
歳
入
全
体
の
お
よ
そ　

％
１８

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
支

出
金
な
ど
を
い
い
ま
す
。
今
年
度

当
初
で
は
総
額
約　

億
３
２
９
０

２４

万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
の
約　
８２

％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
訳
を
、
全
体
に

占
め
る
割
合
か
ら
見
る
と
、
一
番

大
き
い
の
は
地
方
交
付
税
（
約　
１８

億
２
０
０
１
万
円
）
で
、
お
よ
そ

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
町
税
（
約
３
億
７
９

２
５
万
円
）
が
全
体
の
約　

％
、

１３

事
業
に
伴
っ
て
入
っ
て
く
る
県
支

出
金
（
約
２
億
４
３
７
１
万
円
）

が
全
体
の
約
８
％
と
い
う
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
①
＝
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

　
　
　
　
　
　

財
産
収
入
・
寄
付
金

※
そ
の
他
②
＝
地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付

　
　
　
　
　
　

金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得

　
　
　
　
　
　

割
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特

　
　
　
　
　
　

例
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　
編成
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公
債
費
は
年
々
減
少

　

町
の
歳
出
（
支
払
う
お
金
）
を
、

全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
さ
か

ら
見
る
と
、
町
が
事
業
の
た
め
に

借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済
金
で
あ

る
公
債
費
（
約
５
億
９
８
３
４
万

円
）
が
一
番
大
き
く
、
全
体
の
約

　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

２０
　

続
い
て
割
合
の
大
き
い
の
が
、

日
野
病
院
組
合
負
担
金
や
予
防
接

種
、
環
境
衛
生
や
簡
易
水
道
繰
出

金
な
ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
の
約

５
億
４
７
１
７
万
円
。
次
い
で
、

民
生
費
の
約
５
億
４
１
０
２
万
円

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
福

祉
事
業
や
健
康
づ
く
り
、
保
育
所

運
営
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
負
担
金
や
バ
ス
運
行
、
選
挙

や
地
デ
ジ
対
策
な
ど
に
使
う
総
務

費
の
約
５
億
５
５
５
万
円
、
農
林

業
振
興
な
ど
に
使
う
農
林
水
産
業

費
の
約
２
億
６
４
８
１
万
円
、
学

校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
に
使
う

教
育
費
の
約
２
億
１
１
９
９
万
円

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
民
生
費
と
衛
生
費
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
公
債
費
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

若者定住・子育て支援など、
安心して暮らすための予算を
▼平成２２年度当初予算



安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

主
眼
に
予
算
を
編
成

　　

過
疎
･
高
齢
化
に
よ
り
、
町
の

人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

町
が
誕
生
し
た
昭
和　

年
当
時
は

３４

９
１
０
０
人
余
り
だ
っ
た
人
口
も
、

　

年
の
間
に
６
割
近
く
が
減
っ
た

５０こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の　

歳
以
上
の
高
齢
者
の

６５

割
合
は
お
よ
そ
４
割
で
、
町
民
の

２
･
５
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い

う
状
況
で
す
。

　

町
財
政
の
見
通
し
と
し
て
は
、

収
支
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
町
の
借
金
の
返
済
金
の
比
率

で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平

成　

～　

年
度
ご
ろ
ま
で
国
の
早

２４

２５

期
健
全
化
基
準
の　

％
を
上
回
る

２５

見
込
み
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
方
税
は
も
ち
ろ

ん
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方

交
付
税
や
各
種
補
助
金
な
ど
の
財

源
確
保
を
図
り
、
ま
た
、
町
税
や

貸
付
金
な
ど
の
未
収
金
の
回
収
に

も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
の

高
い
事
業
を
優
先
し
な
が
ら
も
、

若
者
が
定
住
で
き
る
環
境
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
支
援
策
も
取
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
や
地
域
に
活
力
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
も
創
設
し
ま
す
。

　

町
財
政
の
厳
し
さ
は
依
然
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成　

年
度
は
、

２２

厳
し
い
中
に
も
新
し
い
事
業
が
展

開
で
き
る
よ
う
予
算
に
め
り
は
り

を
付
け
、
住
民
と
行
政
が
協
力
し

て
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一般会計歳出予算性質別比較表
（単位：千円、△：減額）

対前年度比（％）比較増減前年度当初本年度当初科　目

６.７９３６,６８２５４０,１４２５７６,８２４人件費

１０.３７２６,９９６２６０,２５５２８７,２５１物件費

１５.７１２,７０５１７,２１７１９,９２２維持補修費

２４.６７３５,１４４１４２,４５８１７７,６０２扶助費

２３.０６１５７,２７０６８１,８６０８３９,１３０補助費

１８.０９６,０１１３３,２２０３９,２３１普通建設事業費

－０００災害復旧事業費

－０００失業対策費

△１６.２６△１１７,８８９７２４,８２５６０６,９３６公債費

△１６.５４△２１０１,２７０１,０６０積立金

－０００投資及び出資金

△１３.７２△５,０００３６,４５０３１,４５０貸付金

△４.６２△１７,７３０３８３,６１３３６５,８８３繰出金

－０００前年度繰上充用金

４００.００４,０００１,０００５,０００予備費

４.５３１２７,９７９２,８２２,３１０２,９５０,２８９計

一般会計歳入予算比較表
（単位：千円、△：減額）

対前年度比（％）比較増減前年度当初本年度当初科　目

１.９０７,０８７３７２,１６２３７９,２４９町　税

△７.２８△５,９２３８１,３４９７５,４２６諸収入

（‐）（‐）（　　０）（　　０）（うち財源不足額）

６.０６５６７９,３５９９,９２６繰入金

１.０４１８,６６４１,８０１,３４５１,８２０,００９地方交付税

３０.６２５７,１３０１８６,５７５２４３,７０５県支出金

８.３３１２,５００１５０,０００１６２,５００町　債

７１.２４５１,５５２７２,３６８１２３,９２０国庫支出金

△１０.０５△５,８９７５８,６８４５２,７８７その他①

△８.５１△７,７０１９０,４６８８２,７６７その他②

４.５３１２７,９７９２,８２２,３１０２,９５０,２８９計
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総
額
お
よ
そ　

億
円

１５

独
自
運
営
の
７
会
計

　　

町
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
と

は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
ご
と

に
運
営
し
て
い
る
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
町
に
は
７
つ
の
特
別
会

計
が
あ
り
、
今
年
度
当
初
予
算
の

総
額
は
約　

億
９
７
１
９
万
円
で

１４

す
（
内
訳
は
表
の
と
お
り
）。

　

な
お
、
特
別
会
計
に
は
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
一
般

会
計
か
ら
お
金
を
繰
出
し
て
お
り
、

医
療
費
給
付
や
水
道
･
下
水
道
施

設
整
備
の
借
金
返
済
な
ど
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
額
の
繰

出
金
は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る

要
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
繰
出
し
金
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
公
共
下
水

道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入
促

進
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特別会計の予算額比較表
（単位：千円、△：減額）

対前年度比
（％）

比較増減前年度当初本年度当初会計名

１５.３６６５,８２１４２８,４９６４９４,３１７国民健康保険

△２９.２１△３５４１,２１２８５８老人保健

３.４９２１,０８７６０３,４６２６２４,５４９介護保険

４.００２,２４６５６,１６４５８,４１０
後期高齢者
医療保険

△４.１３△４,８４０１１７,２７５１１２,４３５簡易水道

△５.９９△８,６２２１４３,８４９１３５,２２７
公共下水道

事業

△４.００△２,９７３７４,３６７７１,３９４農業集落
排水事業

５.０８７２,３６５１,４２４,８２５１,４９７,１９０合  計

平
成　

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算　

ま
ち
の
主
な
事
業

２２

総務課
▼防災一般管理（１３万円）＝土砂災害ハザード
マップ作成、新型インフルエンザ感染防護用品
の備蓄
▼参議院議員選挙 (７３９万円 )
▼町農業委員選挙（３２５万円）

企画政策課
▼第５次日野町総合計画策定（５２万円）
▼地デジ化移行推進 (１,９０６万円 )＝自主共聴
施設の地デジ改修補助金、中継局整備支援など
▼元気なまちづくり交付金（３６０万円）＝住民
主体の元気な集落づくり、地域活性化などの活
動に交付金を交付（上限２０万円）
▼若者定住支援＝病院や福祉施設の若者向け
職員住宅の整備を支援。空き家を利用した移
住 ･定住の支援
▼過疎バス対策（１,９３５万円）

健康福祉課
▼子ども手当支給（３,６８３万円）＝中学校修了
前の子ども１人につき月額１万３,０００円を支給
▼小中学生の医療費助成（１２０万円）
▼子育て支援室「おひさまひろば」(１９０万円 )
＝子育て中の親子を対象に、ボランティアの協
力を得てひのっこ保育所で開催
▼母子保健（２７４万円）＝妊産婦と乳幼児の健
康の増進や育児支援
▼おしどり作業所菜種油製造（１９７万円）＝郡
内産ナタネを使ったナタネ油を製品化
▼健康増進（７５７万円）＝健康診査など
▼ぽかぽか教室（１８９万円）＝介護予防事業と
して、筋力・口腔機能向上などの教室を開催

教育委員会
▼学力向上支援プロジェクト（８０万円）＝ドリ
ルによる繰り返し学習や地域とかかわりのあ
る学習活動を展開
▼町村派遣指導主事配置（９２８万円）＝教育専
門家を県から派遣。家庭･地域の教育力向上を
図る
▼小学校耐震補強計画策定（６３０万円）
▼放課後子ども教室（７６４万円）＝放課後の学
校を利用し、地域の大人の協力により ､子ども
の居場所づくりと子育て支援を行う
▼出前公民館（１８７万円）＝生涯学習地域推進
員を活用し ､地域での体験活動を支援
▼町民ミュージカル補助金（５０万円）
▼ブックスタート（１０万円）＝乳幼児から楽し
める絵本や木のおもちゃのプレゼントなど

産業振興課
▼売れる米作り助成（３６万円）＝特別栽培米の
出荷農家に助成、特産品販路拡大を推進
▼中山間地域等直接支払交付金（４,４２８万円）
▼チャレンジプラン支援（４５０万円）＝意欲あ
る農業者が取り組むプランを支援
▼森林整備事業地域活動支援交付金（１,４２３万円）
▼橋りょう修繕（７２５万円）
▼住宅 ･建築物安全ストック形成（７４５万円）
＝アスベスト対策への助成
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家
庭
生
活
が

学
力
向
上
を
生
む

　　

陰
山
教
授
は
兵
庫
県
生
ま
れ
。

兵
庫
県
内
の
公
立
学
校
教
諭
を
経

て
、
２
０
０
３
年
に
は
広
島
県
尾

道
市
内
の
小
学
校
校
長
に
就
任
。

百
ま
す
計
算
や
独
自
の
漢
字
テ
ス

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
子

ど
も
た
ち
の
学
力
を
伸
ば
し
て
き

た
実
績
が
あ
り
、
現
在
は
、
立
命

館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
授

を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
中
央
教

育
審
議
会
委
員
を
努
め
る
な
ど
、

教
育
の
第
一
線
で
活
躍
中
で
す
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
平
成　

年
度

２１

と
っ
と
り
学
力
向
上
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

演
題
は
、「
学
力
は
一
年
で
伸

び
る
」。
陰
山
教
授
は
、
自
ら
の

教
員
と
し
て
の
経
験
な
ど
を
通
し

て
、
海
外
と
日
本
の
教
育
の
現
状

を
比
較
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
学

力
向
上
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か

を
訴
え
ま
し
た
。

　

百
ま
す
計
算
な
ど
で
有
名
な
陰

山
教
授
は
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
学
習
す
る
こ
と
や
、
生
活
の
基

本
で
あ
る
早
寝
・
早
起
き
、
き
ち

ん
と
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
な

ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
と
て

も
大
切
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
基
本
的
な
生
活
習
慣

か
ら
学
力
は
伸
び
る
。
学
力
向
上

は
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
力

が
と
て
も
大
切
」
と
も
話
し
、
保

護
者
や
教
育
関
係
者
な
ど
、
満
員

の
来
場
者
は
、
約
１
時
間　

分
の

３０

講
演
を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

生
活
習
慣
を
見
直
し

家
庭
で
実
践
を

　　

講
演
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
か
ら

「
家
庭
で
当
た
り
前
の
こ
と
が
実

践
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
」「
食
事
や
睡
眠
が
成
績
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

き
ち
ん
と
し
つ
け
を
し
て
い
き
た

い
」「
こ
れ
を
機
会
に
生
活
習
慣
を

振
り
返
り
、
実
践
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
へ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

　　

日
野
町
で
は
、
平
成　

年
度
か

２１

ら
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間

を
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
学
習
指
導
、
教
育
環
境
整

備
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

広報ひの ２０１０年４月号

学
力
向
上
は

規
則
正
し
い
生
活
か
ら

 

▼
教
育
講
演
会

町
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や

家
庭
で
の
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て

保
護
者
な
ど
に
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
の

陰
山
英
男
教
授
を
講
師
に
招
き
、

２
月　

日
に
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

２８

教
育
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

「漢字ができるようになれば、ほかの教科の点数も上がる」とも
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新
し
い
指
導
主
事
を
紹
介
し
ま
す

教
育
委
員
会 
指
導
主
事　
 

其  
山    
守  
美 

そ
の
や
ま 

も
り
よ
し

「
４
月
か
ら
、
県
か
ら
の
派
遣
指
導
主
事
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

先
月
ま
で
は
、
米
子
の
西
部
教
育
局
で
学
校
教
育
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
、
ま
た
家
庭
教
育
と
保

育
を
繋
げ
て
い
く
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
日
野
町
の
自
然
と

人
情
豊
か
な
環
境
の
中

で
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
携
わ
れ
る
こ
と
に
や

り
が
い
と
楽
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

住
ま
い
は
、
日
野
町

の
す
ぐ
隣
り
の
伯
耆
町

の
二
部
地
区
で
す
の
で
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」

広報ひの ２０１０年４月号

　

３
月　

日　

学
力
向
上
推
進
会

３０

議
を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
関
係
者
を
は
じ

め
、
学
校
評
議
員
や
学
校
評
価
委

員
、
民
生
児
童
委
員
、
保
育
所
と

小
中
学
校
保
護
者
が
中
心
に
集
ま

り
、
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

状
況
や
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
情

報
交
換
し
な
が
ら
、
学
校
や
家
庭
、

地
域
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
し
、

町
全
体
で
学
力
向
上
を
目
指
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

教
育
講
演
会
（
右
ペ
ー
ジ
）
の

内
容
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
の
重

要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
家
庭
生

活
を
基
本
に
家
庭
と
学
校
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も

教
育
環
境
の
充
実
・
整
備
・
連
携

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２１年度
教育行政の点検及び評価結果を
公表しています
　平成２１年度事業の成果及び課題につい

て点検整理し、その評価結果の報告書を公

表しています。町教育委員会事務局・町図

書館・町黒坂支所で閲覧できます。

【
臨
時
会
】

▼
議
案
①
日
野
町
立
社
会
体
育
館

の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
＝
黒
坂
社
会
体

育
館
の
廃
止
に
伴
う
改
正
で
す
。

▼
議
案
②
平
成　

年
度
日
野
町
教

２１

育
行
政
の
点
検
お
よ
び
評
価
の
報

告
に
つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
の
事

務
の
管
理
、
執
行
状
況
を
点
検
評

価
し
、
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
・
図
書
館
・
公
民
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
議
案
③
鳥
取
県
西
部
地
区
教
科

用
図
書
採
択
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
＝
平
成　

年
度
か
ら
使
用
す

２３

る
小
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
を

行
い
ま
す
。

▼
議
案
④
教
職
員
人
事
異
動
の
内

申
に
つ
い
て
＝
平
成　

年
度
末
の

２１

異
動
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し

ま
し
た
。

▼
議
案
⑤
平
成　

年
度
日
野
町
教

２２

育
行
政
施
策
に
つ
い
て
＝
学
校
教

育
の
充
実
、
生
涯
学
習
、
社
会
教

育
等
の
振
興
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
施
策
を
示
し
ま
し
た
。

▼
議
案
⑥
平
成　

年
度
準
要
保
護

２２

児
童
生
徒
の
認
定
に
つ
い
て
＝
就

学
援
助
を
必
要
と
す
る
者
を
認
定

し
ま
し
た
。

▼
議
案
⑦
日
野
町
教
育
委
員
会
事

務
部
局
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
＝

平
成　

年
度
の
職
員
異
動
及
び
嘱

２２

託
職
員
等
の
任
用
を
決
定
し
ま
し

た
。

【
第
４
回
委
員
会
】

▼
議
案
①
平
成　

年
度
日
野
町
立

２２

学
校
評
議
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

＝
小
中
学
校
の
学
校
評
議
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

▼
議
案
②
平
成　

年
度
日
野
町
立

２２

学
校
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て
＝

小
中
学
校
の
該
当
教
職
員
に
主
任

等
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

▼
議
案
③
平
成　

年
度
日
野
町
立

２２

学
校
司
書
教
諭
の
任
命
に
つ
い
て

＝
小
中
学
校
の
該
当
教
員
に
学
校

司
書
教
諭
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

▼
議
案
④
日
野
町
教
育
委
員
会
事

務
部
局
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
＝

今
年
度
の
嘱
託
職
員
な
ど
の
任
用

を
決
定
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
年
度
体
制
な
ど
に
つ
い
て
審
議

平成２１年度
教育行政の点検および評価結果を
公表しています
　平成２１年度事業の成果および課題につ

いて点検整理し、その評価結果の報告書を

公表しています。町教育委員会事務局・町

図書館・役場黒坂支所で閲覧できます。

ソフトテニスの星たちが大活躍
　

■第２１回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会
　３月に三重県伊勢市で行われた同大会で、日野中学校
　の松本美紀さんと坂本茉梨乃さんが県代表チームに参
　加して出場、女子団体の部で見事優勝を果たしました。
■第５５回全日本インドア選手権
　２月に大阪市で行われた同大会で、黒坂出身の中川静
　香さん（ナガセケンコー所属）のペアが、女子の部で見
　事初優勝を果たしました。
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寄贈を受ける原田本部長（左）

　

経
営
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
米
子
法
人
会
（
鷲
見
邦
弘
会
長
）

が
、
３
月　

日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

１６

ム
あ
い
ご
（
根
雨
）
へ
、
介
護
に
使
っ

て
も
ら
お
う
と
古
タ
オ
ル
と
シ
ー
ツ
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
貢
献
の
た
め
、
同
会

が
県
西
部
の
会
員
ら
に
呼
び
か
け
て
集

め
た
も
の
。
古
タ
オ
ル
が
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

箱
分
、
シ
ー
ツ
が
１
０
０
枚
と
、
多

２５く
の
善
意
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
ご
を
経
営
す
る
日
翔
会
の
原
田

和
美
本
部
長
は
、「
い
た
だ
い
た
物
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
気
持
ち
も
う

れ
し
い
。
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
の
で

有
効
に
使
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

介
護
現
場
で
役
立
て
て

コンパクトな車体にさまざまな資機材を搭載

　

３
月　

日
、
災
害
救
助
に
活
躍
す
る
資

２０

機
材
を
搭
載
し
た
救
助
資
機
材
搭
載
型
車

両
が
、
町
か
ら
町
消
防
団
へ
引
き
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
消
火
用
小
型
ポ
ン
プ
を

は
じ
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
な
ど
の
資
機
材
を
装
備
。
火
災
現
場

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
、
災
害
救
助
の

場
面
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
現
場
で
力
を
発
揮

このメンバーがそろうのも最後

　

３
月　

日
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

２１

よ
る
「
桜
薫
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
吹
奏
楽
部
は
、
小
人
数
な
が
ら
迫
力

あ
る
演
奏
で
知
ら
れ
、
各
種
大
会
で
入
賞

し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
多
く
出
演
、
地
域
で
も
人
気
の
あ
る

バ
ン
ド
で
す
。

　

今
回
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ

プ
ス
な
ど　

曲
を
演
奏
、
息
の
合
っ
た
サ

１２

ウ
ン
ド
を
聞
か
せ
、
客
席
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生　

人
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
最
後

１０

の
演
奏
。
一
人
一
人
が
思
い
を
述
べ
る
場

面
も
あ
り
、
客
席
は
感
動
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

地
域
の
人
へ
感
謝
を
込
め
て

　

３
月
７
日
、
黒
坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
（
中
原
明
会
長
）
主
催
の
講
演

会
が
、
町
公
民
館
で
開
か
れ
、
お
よ
そ　

人
５０

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
老
後
の
心
配
ご
と

を
考
え
る
」。
日
翔
会
の
原
田
和
美
さ
ん
、

大
塚
一
史
さ
ん
を
講
師
に
、
認
知
証
や
介

護
、
施
設
入
所
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
よ
る
、
日
野
町
の
高
齢
者
や
介

護
を
受
け
て
い
る
人
の
状
況
な
ど
の
説
明

の
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
の
「
も
し
認
知
証
に

な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
に

も
答
え
る
な
ど
、
老
後
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。 介

護
の
現
状
な
ど
学
ぶ

関心の高い話題に、真剣に聞き入る
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ベテランの芸を見せるつげさん

　

子
ど
も
た
ち
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
た

め
の
「
ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
、
親
子
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
会
「
お
ひ

さ
ま
」（
田
口
郁
江
代
表
）
主
催
の
人
形
劇

公
演
「
か
く
れ
ん
ぼ
し
て
る
の
だ
あ
れ
？
」

が
、
３
月　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ワ

２４

イ
エ
で
上
演
さ
れ
、
約　

人
の
親
子
ら
が

７０

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

出
演
は
、
く
わ
え
・
ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

の
、
つ
げ 
く
わ
え
さ
ん
（
京
都
府
）。
草
む

ら
か
ら
動
物
た
ち
が
次
々
に
現
れ
て
か
く

れ
ん
ぼ
を
す
る
と
い
う
物
語
が
、
子
ど
も

を
引
き
つ
け
る
話
術
や
さ
ま
ざ
ま
な
声
色

を
使
っ
て
表
現
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
も
真
剣
に
お
話
の
世
界

に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
お
話
の
世
界
楽
し
む

目録を手渡す冨谷会長（右）

　

３
月　

日
、
町
観
光
協
会
（
冨
谷
進
会

２５

長
）
か
ら
、
町
へ
金
持
神
社
札
所
の
収
益
金

の
う
ち　

万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

５０

　

同
協
会
は
、
２
月
に
も
２
０
０
万
円
を

観
光
振
興
の
た
め
と
し
て
町
に
寄
付
。
今

回
は
、
観
光
だ
け
で
な
く
町
政
全
般
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
、
追
加
の
寄
付
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
冨
谷
会
長
ら
が
町
長
室
を
訪

れ
、
目
録
を
景
山
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
日
野
町
を
名
実
共
に
全
国
に

発
信
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
先
月
に
引
き
続
い
て
の

寄
付
を
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
い
。
大
切

に
使
っ
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

万
円
を
さ
ら
に
寄
付

５０

左から、山本教育長、長谷川事務局長、岡本さん

　

３
月　

日
、
町
内
外
で
活
躍
し
て
い

２９

る
写
真
サ
ー
ク
ル
「
写
友
会
ひ
の
」（
松

本
利
秋
代
表
）
が
町
制　

周
年
を
記
念

５０

し
て
作
成
し
た
「
ふ
る
さ
と
百
景
Ｄ
Ｖ

Ｄ
」
の
収
益
金
の
一
部
を
、
青
少
年
育

成
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
日
野

町
青
少
年
育
成
会
（
生
田
英
明
会
長
）

に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

写
友
会
ひ
の
副
会
長
の
岡
本
勝
美
さ

ん
か
ら
寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
町
青
少

年
育
成
会
の
長
谷
川
事
務
局
長
は
、

「
し
っ
か
り
と
青
少
年
育
成
活
動
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
」
と
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
に
役
立
て
て

根雨楽舎は土 ･日に開校。まちの活性化にも期待

　

か
つ
て
の
奥
日
野
の
主
要
産
業
だ
っ
た

「
た
た
ら
製
鉄
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
た

め
の
「
た
た
ら
の
楽
校 
根
雨
楽
舎
」
が
、

町
公
舎
（
根
雨
）
の
一
部
を
利
用
し
て
、
４

月
３
日
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
計
画
し
た
町
商
工
会
の

勝
瀬
節
雄
会
長
が
あ
い
さ
つ
、「
日
本
一
の

生
産
量
を
誇
っ
た
た
た
ら
製
鉄
と
近
藤
家

の
歴
史
を
学
び
、
来
町
す
る
人
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

た
た
ら
の
楽
校
は
、
日
南
町
の
大
宮
楽

舎
と
根
雨
楽
舎
の
２
つ
で
構
成
。
大
宮
で

は
た
た
ら
の
原
理
や
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝

説
が
中
心
に
学
べ
、
根
雨
で
は
主
に
近
藤

家
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
が
中
心
。
誰

で
も
分
か
り
や
す
く
た
た
ら
製
鉄
が
学
べ

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り 
楽
し
ん
で
学
習
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３
月　

日
、
オ
シ
ド
リ
の
保
護
活
動
を

３１

行
っ
て
い
る
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
（
池
岡
幸

三
代
表
）
が
、
町
へ
カ
ン
パ
金
２
万
９
千
円

余
り
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
オ
シ
ド
リ
観
察
小
屋
（
根
雨
）

の
駐
車
場
に
設
置
し
て
い
る
募
金
箱
に
寄

せ
ら
れ
て
い
た
も
の
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
日
野
川
に
飛
来
す
る
オ
シ
ド
リ
の
餌

付
け
や
観
察
客
の
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
観
察
小
屋
へ
は
毎
年

１
万
人
を
超
え
る
観
察
客
が
訪
れ
る
な
ど
、

町
の
主
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
支
え
続
け
て町長にカンパ金を手渡す池岡さん（右）

地元産の木材を使った立派な標柱

　

江
戸
時
代
、
出
雲
街
道
根
雨
宿
の
中
心

だ
っ
た
本
陣
跡
（
旧
根
雨
郵
便
局
跡
地
）
に
、

標
柱
と
案
内
板
が
完
成
し
、
４
月
７
日
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
陣
と
は
、
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
で

大
名
が
宿
泊
し
た
場
所
。
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
有
志
で
製

作
し
た
案
内
板
に
は
、
根
雨
本
陣
の
解
説

や
間
取
り
図
が
掲
示
さ
れ
、
か
つ
て
の
姿

が
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
願
い

　

現
在
、
か
つ
て
の
本
陣
の
姿
を
写
し
た

写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
写

真
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
、
展
示
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
電
話　

‐
１
３
０
０
）
ま
た
は
町
ボ
ラ
ン

７２

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
電
話　

‐
０
１
１
７
）ま

７４

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

か
つ
て
の
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル

人気の金持グッズを宣伝するスタッフの皆さん

　

全
国
を
中
継
車
で
回
り
な
が
ら
放
送
し

て
い
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
こ
こ
は

ふ
る
さ
と
旅
す
る
ラ
ジ
オ
」
の
公
開
生
放
送

が
、
４
月
７
日
、
役
場
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

町
民
ら
約
２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

番
組
に
は
、
金
持
神
社
札
所
ス
タ
ッ
フ

や
ま
ち
づ
く
り
日
野
、
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
が
出
演
。
司
会
の
島
田
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
岩
野
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
軽

快
な
や
り
と
り
を
通
し
て
、
日
野
町
の
元

気
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
２
０
０
５
年
の
番
組
開

始
以
来
の
延
べ
参
加
者
が　

万
人
を
達
成
、

１０

思
わ
ぬ
良
い
知
ら
せ
に
会
場
も
沸
き
、
番

組
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

元
気
の
声
を
全
国
へ

美しいアーチを描く一斉放水

　

町
消
防
団
（
藤
原
洋
一
団
長
）
の
出

初
式
が
、
４
月
４
日
、
根
雨
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
月
末
で
退
団
し
た
宮
脇

前
団
長
ら
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

団
員
の
表
彰
や
、
２
人
の
女
性
団
員
の

任
命
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
あ
い
さ
つ
で
は
、
藤
原
団
長
が

「
町
内
で
は
４
年
以
上
住
宅
火
災
の
発

生
が
な
く
、
普
段
の
活
動
の
お
か
げ
だ

と
感
謝
し
て
い
る
。
さ
ら
に
精
進
し
て

こ
の
記
録
が
伸
び
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
」
と
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
野
田
河
川
敷
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
１
年
間
の
防
火
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

無
火
災
記
録
さ
ら
に
伸
ば
し
て
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■
農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
が
始
ま
り
ま
し
た

秋に、「交付対象面積通知書」と「交付申
請書」を送ります②

｢ 加入申込書」「作付面積確認依頼書」
｢不作付の改善計画｣を提出してください①

のロココとダラカ
介
護
予
防

心
身
の
機
能
を
確
認
す
る

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

対
象
は　

歳
以
上
の
人

６５

　　

町
で
は
、
介
護
予
防
が
必
要
な

人
を
早
め
に
知
り
、
早
期
対
応
す

る
た
め
、　

歳
以
上
の
人
（
介
護

６５

保
険
認
定
者
を
除
く
）
を
対
象
に
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
、
心
身
の
状

態
を
調
べ
る
「
生
活
機
能
評
価
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
皆
さ
ん

か
ら
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
今
の
自

分
自
身
の
心
身
状
態
を
知
り
、
生

活
機
能
な
ど
の
低
下
が
な
い
か
を

確
認
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今

年
も
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
４
月
か

ら
順
次
、
町
が
行
う
健
康
診
査
の

受
診
券
な
ど
と
共
に
送
付
し
ま
す
。

普
段
の
生
活
の
様
子
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
記
入
し
、
町
が
行
う
集

団
健
診
会
場
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

町
で
は
、
記
載
さ
れ
た
内
容
を

確
認
し
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
る
人
に
対
し
て
は
、

記入から検査まで

チェックリスト
を記入

町へ提出
（健診会場など）

介
護
予
防
事
業
へ
参
加

①良好の人 → 問診のみで終了
 

②生活機能の低下が見られる人
　↓
生活機能チェック
・問診
・身体測定
・血圧測定など

生活機能検査
・心電図
・貧血検査
・血液科学検査など

健康診査の会場
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 町　長　景山　享弘

 
ひ
の
っ
こ
保
育
所

所
長　
　

長
谷
川
真
由
美

所
長
補
佐   

音
田
真
理
子

所
長
補
佐   
田
貝　

陽
子

主
任
保
育
士　

寺
本
か
を
り

主
任
保
育
士　

宇
田
川
三
枝

主
任
保
育
士　

音
田　

浩
子

現
業
主
事　

西
村　

和
美

嘱
託　
　

加
藤　

文
子

嘱
託　
　

柴
田　

初
子

嘱
託　
　

砂
流　

愛
香

嘱
託　
　

住
田　

沙
織

嘱
託　
　

長
尾　

美
香

嘱
託　
　

宮
田　

直
美

（兼）＝兼務　（併）＝併任町長部局 電話 ７２‐０３４０

電
話  　

‐
０
２
３
８

７２

議    会

局
長　
　

長
谷
川
弘
信

書
記
（
併
）

池
田　

俊
弘

書
記
（
併
）

﨏
川　

和
之

嘱
託　
　

木
村　

久
美

議
会
事
務
局

電
話  　

‐
０
３
３
５

７２

平成２２年４月１日現在の役場の機構を紹介します

主
任　
　

三
好　

達
也

主
事　
　

入
沢　

真
人

課長　妹尾　秀博

電話 ７２‐０３３２

政
策
企
画
・
総
合
計
画
・
過
疎
計
画

条
例
・
規
則
・
土
地
利
用

広
域
行
政
・
情
報
政
策

広
報
広
聴
・
行
政
無
線
・
国
際
交
流

男
女
共
同
参
画
・
統
計

交
通
安
全
・
交
通
政
策
・
町
営
バ
ス

 
企
画
政
策
係

 
情
報
政
策
係

係
長
（
兼
）  
妹
尾　

秀
博

係
長　
　
　
  

﨏
川　

和
之

 
人
事
庶
務
係

 
財
政
係

 
防
災
係

人
事
・
庶
務

職
員
福
利
・
庁
舎
管
理
・
財
政

財
産
管
理
・
選
挙
・
消
防

防
災
・
水
防

 
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  

遠
藤　

律
子

係
長 　
　
　
 
池
田　

俊
弘

係
長　
　
　
  

吉
原　

敏
治

課長　山形　克彦

 
自
立
政
策
推
進
本
部

副
本
部
長  　
　

山
形　

克
彦

電話 ７２‐０３３１

所
長 
（
兼
）　

山
形　

克
彦
（
利
用
申
込
み
は
、【
電
話　

‐
１
８
５
２
】
ま
で
）

７２

主
事　
　

吉
川　

理
恵

主
事　
　

神
崎　
　

猛

主
事　
　

小
川
由
美
子

主
事　
　

湯
原　

愛
子

嘱
託　
　

山
川　

洋
介

総　務　課

主
任　
　

荒
木　

憲
男

主
任　
　

音
田
雄
一
郎

主
事　
　

瀬
崎　

将
太

町
税
の
賦
課
徴
収

税
外
諸
収
入
の
徴
収

固
定
資
産
税
評
価

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
国
民
年
金

課長 ( 兼 )    﨏川　正文
課長補佐　石田　信広

電話 ７２‐０３３３

住　民　課

 
戸
籍
住
民
係

 
税
務
係

係
長 　
　
　
 
後
藤　

一
則

係
長　
　
　
  

伊
田　

喜
浩

主
任　
　

住
田　

秀
樹

技
師　
　

生
田　

安
彦

主
事　
　

山
県　
　

実

農
業
振
興
・
畜
産
振
興
・
水
産
業
振
興

林
業
振
興
・
森
林
保
全
・
鳥
獣
保
護　

町
有
林
管
理
農
林
道
開
設
・
地
籍
調
査

治
山
・
農
林
道
災
害
復
旧

 
商
工
観
光
係

係
長　
　
　
  

矢
田
貝
慎
一

 
農
林
振
興
係

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

主
任　
　

生
田　

直
子

主
任　
　

景
山　

政
之

主
事　
　

伊
田　

達
彦

保
健
師　

渡
辺　

江
理

管
理
栄
養
士　

長
谷
川　

遥

嘱
託　
　

山
形
美
由
紀

高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉

母
子
福
祉
・
健
康
対
策

住
民
検
診
・
墓
地
・
国
保

特
別
医
療
・
後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険
・
児
童
福
祉
・
保
育
所

日
野
病
院
組
合

健康福祉課

課長　　　稲田　正純
課長補佐　滝田美紀子

電話 ７２‐０３３４

 
福
祉
係

 
健
康
対
策
係

 
保
険
医
療
係

 
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  

田
貝　

嘉
彦

係
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

所
長　
　
　
  

山
形　

祐
子

所
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

 
保
健
衛
生
係

係
長　
　
　
  
生
田　

季
香

係
長　
　
 　
 

渡
部　

裕
之

企画政策課
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所
長
・
館
長
（
併
）　

川
上　

博
史　
　

指　

導　

員 　
　
　

谷
口　

清
子
・
西
村
さ
つ
み　
　

生
活
相
談
員　

西
村　

千
秋

 
黒
坂
支
所

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
金
銭
出
納

 
出
納
室

主
事　
  　
　

頭
本　

敏
仁 

金
銭
・
物
品
出
納

 
総
務
学
事
係

 
人
権
同
和
教
育
推
進
係

 
生
涯
学
習
係

主
任　
　

佐
々
木
竜
也

主
事　
　

谷
口　

理
恵

人
権
教
育
推
進
員  

中
原　

千
鶴

小
中
一
貫
教
育

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
社
会
教
育　

社
会
体
育
・
人
権
同
和
教
育

人
権
啓
発
・
下
榎
隣
保
館
運
営

 
文
化
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  

音
田　

初
志

自
主
事
業
企
画
運
営
・
ホ
ー
ル
貸
出
し

文
化
振
興
・
文
化
財
保
護

 
図
書
館

係
長
（
兼
）　

松
田　

暢
子

嘱
託　
　

秋
葉　

陽
子

嘱
託　
　

山
川　

愛
子

図
書
貸
出
し
・
参
考
業
務

読
書
推
進
･
児
童
サ
ー
ビ
ス
・
展
示

 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

館
長
（
兼
） 

山
本　

武
史

現
業
主
事　
　

多
賀
え
り
子

学
校
栄
養
主
任　
　

妹
尾　

里
江

 
町
公
民
館

主
事　
　
　
　

吉
原　

尚
志

主
事　
　
　
　

安
井　

麻
美

公
民
館
活
動
・
グ
ル
ー
プ
活
動
・
成
人
教
育

青
少
年
育
成
・
高
齢
者
教
育

 教育長　山本　武史

教育委員会部局

会
計
管
理
者   
﨏
川　

正
文　
　

電
話 　

‐
２
１
０
４

７２

所
長 　
　
 

松
田　

暢
子

館
長
（
兼
） 

松
田　

暢
子

所
長
（
兼
） 

山
形　

知
博

電話  ７２‐２１０６

館
長
（
嘱
託
）　

梅
林　

敏
彦

係
長　
　
　
  

音
田　
　

守

係
長　
　
　
  

飛
田　

朋
伸

係
長
（
兼
）　

飛
田　

朋
伸

支
所
長
（
併
）
山
形　

克
彦　
　
　

電
話 　

‐
０
２
１
１

７４

電話 ７２‐２１０７
課長　　　山形　知博
指導主事　其山　守美

電
話 　

‐
１
３
０
０

７２

電
話 　

‐
０
２
１
２

７４
人
権
セ
ン
タ
ー

所
長
（
嘱
託
） 

川
上　

博
史

電
話 　

‐
１
１
９
１

７２

嘱
託　
　

足
立　

祐
子

嘱
託　
　

頭
本　

美
奈

嘱
託　
　

川
上
多
紀
子

 
下
榎
集
会
所
・
隣
保
館

 
歴
史
民
俗
資
料
館

主
事
（
併
）　

吉
原　

尚
志

主
事
（
併
）　

安
井　

麻
美

教育委員会事務局

 
文
化
振
興
係

 
図
書
係

電
話　

‐
１
１
６
７

７２
 

小
・
中
学
校

主
事
（
併
）

中
田　

早
文

主
事　
　

稲
田
い
ず
み

現
業
主
事　

石
田　

三
成

現
業
主
事　

小
谷　
　

勉

嘱
託　
　

加
藤　

杏
奈

環
境
美
化
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
除
雪

農
業
集
落
排
水
・
町
営
住
宅

改
良
住
宅
・
町
道
新
設
、
維
持

砂
防
・
河
川
・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

商
工
観
光
・
雇
用
・
企
業
誘
致

課長　　　柴田　孝
課長補佐　中田　康

電話 ７２‐２１０１

産業振興課

 
生
活
環
境
係

 
上
下
水
道
係

係
長
（
兼
）  
中
田　

康
介

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

 
日
野
中
学
校

 
根
雨
小
学
校

 
黒
坂
小
学
校

電
話  　

‐
０
４
０
９

７４

電
話  　

‐
０
０
４
９

７２

電
話  　

‐
０
１
０
１

７２

農業委員会

局
長
（
併
）　
 
柴
田　

孝
志

係
長
（
併
）   
矢
田
貝
慎
一

主
事　
　
　
  
中
田　

早
文

農
業
委
員
会
事
務
局

電
話 　

‐
２
１
０
３

７２
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現
在
４
路
線
、

住
民
ニ
ー
ズ
で
多
様
に
運
行

　　

町
営
バ
ス
は
、
ま
ち
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機

関
と
し
て
、
平
成　

年
１
月
に
運

１８

行
を
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
菅
福
線
、
奥
渡
線
、

板
井
原
･
真
住
線
の
３
路
線
で
の

運
行
で
し
た
が
、　

年
４
月
か
ら

１９

根
雨
宿
･
病
院
線
の
運
行
を
開
始
、

現
在
は
こ
の
４
路
線
で
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
路
線
バ
ス
が
入

れ
な
か
っ
た
地
域
に
も
乗
り
入
れ

た
り
、
電
話
予
約
に
よ
る
デ
マ
ン

ド
運
行
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要

望
を
も
と
に
柔
軟
な
運
行
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
町
営
バ
ス
の

大
き
な
特
長
で
す
。

運
賃
は
町
の
収
入
に

み
ん
な
で
支
え
る
町
営
バ
ス

　　

町
営
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
下

の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
根
雨
宿
・

病
院
線
が
開
通
し
た
平
成　

年
度

１９

に
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
運
賃
収
入
も
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
が

通
学
す
る
朝
夕
の
便
は
に
ぎ
や
か

で
す
が
、
ほ
か
の
便
は
人
も
ま
ば

ら
で
す
。

　

逆
に
、
経
費
は
路
線
延
長
や
新

路
線
の
開
設
、
燃
料
費
の
高
騰
な

ど
で
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

町
営
バ
ス
は
、
地
域
の
生
活
交

通
手
段
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
利
用

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
賃
は
、

中
学
生
以
上
２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
（
根
雨
宿
・
病
院
線
は

半
額
）
で
す
。
皆
さ
ん
が
利
用
し

た
運
賃
は
、
そ
の
ま
ま
町
の
収
入

と
な
り
、
利
用
者
が
増
え
る
ほ
ど

町
の
負
担
も
減
り
、
健
全
な
運
行

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
町
営

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広報ひの ２０１０年４月号

み
ん
な
の
大
切
な
交
通
機
関

町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う

町営バス利用者延べ人数（単位 : 人）

平成
２１年度

平成
２０年度

平成
１９年度

平成
１８年度

年度
路線名

１５,９０１１６,６３７１７,０９０１５,９８１菅福線
１４,３３２１４,６０３１６,３２４１５,３４９奥渡線

８,４５７９,４６２９,９３３９,３４９
板井原 ･
真住線

６,１１１６,８１６７,３００
根雨宿 ･
病院線

４４,８０１４７,５１８５０,６４７４０,６７９計

平
成　

年
１
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
町
営
バ
ス
。

１８

こ
れ
ま
で
、
延
べ
約　

万
人
の
皆
さ
ん
に

１９

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
者
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

運
行
経
費
は
皆
さ
ん
の
運
賃
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
･
安
全
な
ま
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
も
、

み
ん
な
で
町
営
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

運賃収入と運行経費の推移（単位 :千円）

平成
２１年度

平成
２０年度

平成
１９年度

平成
１８年度

年度
金額

４,９９７５,２７０５,５２１６,０３９運賃収入
１８,１４０１７,５７９１６,７４４１４,１３４運行経費

日曜・祝日と第１・３・５土曜、１月１日～３日

中学生以上 、小学生
【根雨宿・病院線は、中学生以上１００円、小学生５０円】

（１１枚つづり）：

（１１枚つづり）：
【バス車内、町役場および黒坂支所、日野病院で販売】

小学生から一般まで、１ヵ月・２ヵ月・３ヵ月定
期券があります。金額などはお問合せください。

【町役場および黒坂支所で販売】

各家庭に配布しています。
日野町ホームページでも確認できます

【http://www.town.hino.tottori.jp/dd.aspx?menuid=1351】

お問合せは ､ 役場企画政策課（電話 72‐0332）または日本交通根雨営業所（電話 72‐0406）まで
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土金木水火月受付診察科目
第２

熊野健太郎熊野健太郎熊野健太郎近藤健人※１
（循環器内科）熊野健太郎午前一診

内

科

第４
櫃田　豊櫃田　豊中下聡子

（脳神経内科）
今本　龍

（消化器・大学医師）櫃田　豊櫃田  豊午前
二診

今本　龍
（消化器・大学医師）大学医師午後

懸樋英一本倉徹
（大学医師）

藤岡洋平※６

（糖尿病・大学医師）懸樋英一午前
三診

藤岡洋平※６

（糖尿病・大学医師）午後

佐藤尚喜懸樋英一今本　龍
（消化器・大学医師）大谷眞二懸樋英一午前消化器検査

櫃田  豊午前禁煙外来

熊野健太郎懸樋英一午後その他検査
第４

大谷または佐藤大谷眞二大学医師大谷眞二佐藤尚喜佐藤尚喜午前外　科

第２
林　育太林　育太林　育太岡野　徹

（大学医師）林　育太林　育太午前整形外科

神鳥美智子
（大学医師）玉井嗣彦唐下千寿

（大学医師）玉井嗣彦※２玉井嗣彦午前眼　科

第２・４
頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗午前

小児科
アレルギー科

頭本一朗頭本一朗第２・４・５
頭本一朗頭本一朗頭本一朗午後※３

皮膚科（第２・４）耳鼻科
（竹内裕美）

心療内科
（長田泉美）

泌尿器科
（磯山忠広）

午前
専門診療科
（大学医師）

心臓外科（第２・４）

血管外科（第２）脳神経内科※４

（中下聡子）糖尿病外来※６

（藤岡洋平）
循環器内科
（近藤健人）

ペースメーカー※５
血液内科
（本倉徹）

婦人科※①

（月２回）
糖尿病外来※６

（藤岡洋平）午後

　　　　　　  ※①４月の婦人科診察日は、１６日（金）と３０日（金）です

■自動再来機による受付時間　午前＝午前７時３０分～午前１１時３０分（診療開始は午前９時～）

　　　　　　　　　　　　　　午後＝正午～午後４時（診療開始は午後２時～）

 

　※１ 循環器内科は隔週です。診察日についてはお問合せください
　※２ 火曜日の眼科受付時間は、午前１０時３０分までです
　※３ 小児科は午後から医師が健診のため不在になることがあります。詳しくはお電話でお問合せください
　※４ 脳神経内科は完全予約制です。受診希望の人は、まず内科を受診して医師にご相談ください
　※５ ペースメーカー外来は偶数月の第４土曜日のみの診察です。
　※６ 糖尿病外来は完全予約制です。受診希望の人は、まず内科を受診して医師にご相談ください
 

医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。
詳しくは日野病院 (電話７２‐ ０３５１)までお問い合わせください。
日野病院ホームページ【http://www.hinohp.com】、正面玄関の掲示板でも確認できます

休
診
日
＝
▼
日
曜
・
祝
日
▼
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
▼
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
後

　
　
　
　

▼
８
月　

・　

日
▼　

月　

日
～
１
月
３
日

１４

１５

１２

２９

日野病院組合 日野病院
電話 72‐0351　FAX72‐0089

日野病院 外来診療案内（平成 22年 4 月）
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５
月
１
～
７
日
は「
憲
法
週
間
」

裁
判
所
見
学
会
な
ど
開
催

　

５
月
１
～
７
日
は
「
憲
法
週
間
」

で
す
。

　

裁
判
所
と
法
務
省
、
弁
護
士
会

で
は
、
憲
法
週
間
に
ち
な
み
、
次

の
行
事
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

５
月
６
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
所　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２２

２
２
８
９
）

▼
裁
判
所
見
学
会

①
５
月　

日
（
火
）

１１

午
後
１
時
～
午
後
３
時　

分
３０

（
場
所
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
、
定
員　

人
）

３０

申
込
み
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２
１

２２

７
１
）

②
５
月　

日
（
金
）

２１

午
後
１
時
～
午
後
３
時　

分
３０

（
場
所
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部
、
定
員　

人
）

１５

申
込
み
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
（
電
話
０
８

５
９
‐　

‐
２
２
０
５
）

２２

▼
無
料
法
律
相
談

日
時　

５
月　

日
（
水
）

１２

　
　
　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部
（
定
員
約　

人
、
当
日

２５

受
付
順
）

問
合
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会
（
電

話
０
８
５
７
‐　

‐
３
９
１
２
）、

２２

開
催
日
当
日
は
鳥
取
地
方
・
家
庭

裁
判
所
米
子
支
部
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
２
２
０
５
）
ま
で

２２

広報ひの ２０１０年４月号

気象警報・注意報が
市町村ごとに発表されます
　

　５月２７日から、鳥取地方気象台による気象警報 ･注意報が、県内すべての市町村を
対象に発表されることになりました。
　これまでは、「鳥取県」もしくは「中 ･西部」「日野地区」に対しての発表でしたが、
「日野町」を明示した発表になります。
　なお、テレビ ･ラジオなどでは、これまでどおり「日野地区」などの地域名で放送さ
れることもあります。

　市町村ごとの詳しい発表状況は、
■気象庁ＨＰ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）や、
■国土交通省防災情報提供センターの携帯サイト
（http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html）に
掲載する予定です（右のＱＲコードを利用ください）。

問合せ　鳥取地方気象台防災業務課（電話０８５７‐２９‐１３１３）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
鳥
居
良
光
さ

ん
（
黒
坂
・
再
任
）
と
山
根
美
奈
子
さ

ん
（
野
田
・
再
任
）
が
、
国
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ほ
か
に
杉
原
和
江
さ
ん

（
安
原
）
が
委
嘱
を
受
け
て
お
り
、
町

内
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
人
権
相
談
や
街
頭
広
報
な
ど
人

権
尊
重
の
啓
発
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

人
権
相
談
は
、
毎
月
１
回
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、　

ペ
ー
ジ
「
く
ら
し
の
カ
レ

２３

ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

▼
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

鳥居良光さん 山根美奈子さん 杉原和江さん
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
５月１６日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■オリジナル時計を作ろう！
　（要材料費：ほかのおもちゃも作れます）

●図書館おはなし会
５月２２日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■わらべうた、絵本、おはなしなど

　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
＜「健康・医療・子育て」シリーズ＞

５月２２日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ「特定健診、特定保健指導」

５月１日 (土 ) ～３０日 ( 日 )

『ブックレット生田長江』発売中
　日野町出身の文学者、生田長江
の業績を、さまざまな角度から紹
介したブックレットが、県立図書
館により出版されました。
　１冊５００円。ご希望の人は、日
野総合事務所または町図書館内
「白つつじの会」事務局まで。

広報ひの ２０１０年４月号

募
集
し
て
い
ま
す

「
昔
な
つ
か
し
写
真
」

　

恒
例
と
な
っ
た
、
町
歴
史
民

俗
資
料
館
で
の
「
昔
な
つ
か
し

写
真
展
」
を
、
８
月
中
旬
に
開

き
ま
す
。

　

現
在
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

に
か
け
て
の
ま
ち
の
暮
ら
し

や
風
景
、
年
間
行
事
の
写
真
な

ど
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
写
真
な
ど
を
提

供
い
た
だ
け
る
人
は
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
内 
町
歴
史
民
俗
資

料
館
友
の
会
事
務
局
（
電
話

　

‐
１
３
０
０
）
ま
で
ご
連
絡

７２く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
供
い
た
だ
い
た
写

真
は
デ
ー
タ
化
し
て
保
存
し
、

現
物
は
返
却
し
ま
す
。

　サロンコンサート Vol.９
　
　

　　　　　１８：３０開演（１８：００開場）

■会場　町文化センター／ホワイエ

■出演　ジャスト・フレンズ
　　　　（ボーカル、サックス、ギター、ベース、キーボード）
■料金　飲み物付き５００円（チケットは、町図書館、町公民館などで取り扱い）
■主催　ホールと共に歩む会

／５（土）

６

第９回町民ミュージカル 出演者・スタッフ募集中
■小学校２年生以上で、５月から１１月まで週２回の練習に参
　加できる人（スタッフは高校生以上・随時参加）
■申込締め切り：４月２５日（日）必着
■説明会・オーディション：５月５日（水・祝）午後１時３０分から
■問合せ：町文化センター（電話７２‐１３００）
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３
月　

日
、
第　

回
お
し
ど
り

２６

１２

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
の
閉
講

２１

式
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
来

 
賓 
と
し
て
景
山
町
長
を
は
じ
め
、

ひ
ん多

く
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
、

華
や
か
な
閉
講
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

年
度
は
、
年　

回
の
開
催
と

２１

１２

し
て
か
ら
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
５
人
の
学
園
生
が
皆
勤
賞

で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
夏
の
暑

い
日
も
、
雪
の
降
る
日
も
休
ま
ず

参
加
さ
れ
ま
し
た
。　

年
度
も
継

２２

続
し
て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

式
典
の
後
は
、
閉
講
式
記
念
講

座
と
し
て
「
記
念
品
を
つ
く
る
」

と
題
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
米
子
文
化
セ
ン

タ
ー
和
紙
折
り
紙
教
室
助
手
の
加

藤
則
子
さ
ん
を
講
師
に
、
和
紙
折

り
紙
で
「
小
笠
原
雛
」
を
折
り
ま

し
た
。
加
藤
さ
ん
は
、
折
り
紙
の

魅
力
や
楽
し
さ
に
つ
い
て
話
し
た

後
、
学
園
生
の
そ
ば
で
丁
寧
に
折

り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
難
し
い
折
り
方
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
学
園
生
同

士
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
作
品
を

折
り
上
げ
ま
し
た
。

１
年
を
振
り
返
り
、
次
の
１
年
に
期
待

　

▼
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

式辞を述べる長谷川館長

皆勤賞の佐蔵君子さん（右）

～いきいきとした生活を送ってみませんか～
　

平成２２年度日野町おしどり学園の学園生を募集します。
年齢は問いません。皆さんの学びを応援します。
年間通して参加することが難しいから、これまで参加しな
かった皆さん！ぜひ一度会場にお越しください。良けれ
ば二度、三度とお越しください。
皆さんの参加をお待ちしています。
〔期間〕４月から毎月１回（概ね第３金曜日）
〔場所〕町公民館など
〔時間〕午前９時３０分から午後０時３０分くらい
〔専門講座〕７講座（ほかにも検討中です。）
　▼生花▼手芸▼料理▼語る会▼グラウンドゴルフ
　▼健康▼写真（２２年度から新設）
〔問合せ先〕町公民館（電話７４‐０２１２）

景山町長の祝辞

折り上がった作品

折り方の指導をする加藤さん（右）
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３
月
に
は
、
小
原
で
小
地
域
座

談
会
を
開
い
た
後
、
懐
か
し
い
映

画
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、
久
住
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
ば
か
り

で
教
え
て
ほ
し
い
と
パ
ソ
コ
ン

教
室
も
行
い
ま
し
た
。
定
期
的

に
予
定
し
て
開
か
れ
る
地
区
や
、

そ
の
と
き
の
要
望
で
出
か
け
る

地
区
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
重
点
事
業
と

２１

し
て
取
り
組
ん
で
み
て
、
出
か
け

た
先
で
い
っ
ぱ
い
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

年
度
も
出
前

２２

公
民
館
で
元
気
な
地
域
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
３
月
実
施
地
区

真
住
・
奥
渡
老
人
ク
ラ
ブ
・
小
原
・

上
本
郷
・
黒
坂
１
区
・
黒
坂
３
区
・

久
住
・
舟
場

　　家族みんながそろって、

　　ともにうちとけた楽しい会話や

　　気持ちのよい汗を流すなど、

　　家族団らんの一日を

　　過ごしましょう。

　　　

座談会と同時開催で集まりやすく

　

３
月　

日
、
小
学
生
の
春
休

３０

み
に
自
然
観
察
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
日
野
総
合

事
務
所
福
祉
保
健
局
の
自
然
保

護
監
視
員
、
番
原
昌
子
さ
ん
を

迎
え
、
黒
坂
地
内
を
歩
き
な
が

ら
周
り
の
自
然
を
観
察
し
ま
し

た
。

　

番
原
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち

の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
口
調

で
楽
し
く
説
明
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
積
極
的
に
質
問
を
し

て
も
優
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
は
、
子
ど
も
た
ち

が
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。

葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
匂
い
を
か

い
で
み
た
り
、
口
に
入
れ
て
み

た
り
と
、
見
て
聞
い
て
触
れ
る

教
室
に
興
奮
し
た
様
子
で
し
た
。

　

昼
食
も
自
分
た
ち
で
手
作
り

し
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た

保
護
者
を
講
師
に
、
春
の
山
菜

を
天
ぷ
ら
に
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
山
菜

の
数
々
に
期
待
と
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
食
べ
て
み
る

と
「
お
い
し
い
」
の
声
が
上
が
り
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
の
体
験
で
心
に
残
る
一
日

 

▼
小
学
生
春
休
み
体
験
教
室
「
自
然
観
察
会
」

み
ん
な
で
集
ま
っ
て

元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う

　

▼
出
前
公
民
館 
活
動
紹
介

職員がパソコン操作を指導しました

何を見つけたのかな？

山菜はよく洗ってから料理

町公民館の使用手続きについて
 

①まず、「公民館使用申込書」を提出してください
②使用後は、使った部屋の掃除をお願いします
③使える日は、年末年始（１２月２９日～１月３日）以外
④使用できる時間は、午前８時３０分～午後１０時までです
⑤施設内は禁煙。喫煙は玄関横の所定の場所でお願いします
 

ロビーや図書室は午前８時３０分～午後５時３０分まで
開放しています。お気軽にお越しください。



隣
保
館
の
活
動

【
学
習
講
座
】

▼
生
け
花
講
座

日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　

午
後
７
時　

分
３０

場
所　

下
榎
集
会
所

講
師　

生
田
清
子
さ
ん

流
派　

草
月
流

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
楽

し
い
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
毎
月
の
隣
保
館

だ
よ
り
や
町
の
防
災
無
線
で
そ

の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

隣
保
館
学
習
講
座
は
、
町
民
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

【
相
談
事
業
】

　

生
活
の
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。
特
に
、
毎
月
第
１
・
３

水
曜
日
は
生
活
相
談
員
が
常
駐

し
ま
す
。

　

生
活
相
談
、
職
業
相
談
、
人
権

相
談
、
高
齢
者
問
題
な
ど
、
専
門

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
問
題

解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

相
談
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
誰
で
も

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
宅
に
伺
っ
て
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
お
電
話
く
だ

さ
い
。

相
談
･
問
合
せ　

下
榎
隣
保
館

生
活
相
談
員　

西
村
（
電
話　

‐
７２

１
１
９
１
）

【
貸
し
館
事
業
】

　

下
榎
隣
保
館
・
集
会
所
、
老
人

憩
の
家
の
各
施
設
を
有
料
で
利

用
で
き
ま
す
。（
１
時
間
１
０
０

円
か
ら
１
５
０
円
）

　
【
憩
の
家
事
業
】

　
「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」
や
「
よ
っ

て
み
ょ
い
家
」
な
ど
、
お
年
寄
り

を
中
心
に
、
介
護
予
防
や
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
の
楽
し
い
活
動
を
主

に
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

参
加
く
だ
さ
い
。
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食用廃油の回収にご協力を
　　

　隣保館では、
　廃油の回収用ポリ缶を設置しています。
　使用済みの食用油をお持ちください。

職
員
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

 

４
月
１
日
か
ら
隣
保
館
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

館　

長　
　

川
上　

博
史
（
兼
人
権
セ
ン
タ
ー
所
長
･
集
会
所
長
）

指
導
員　
　

谷
口　

清
子

指
導
員　
　

西
村
さ
つ
み

生
活
相
談
員　
　

西
村　

千
秋

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０
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自
治
会
が
開
催

３６
　　

平
成　

年
度
の
小
地
域
座
談
会

２１

は
、
安
心
・
安
全
で
心
豊
か
な
地

域
社
会
を
一
人
一
人
の
力
で
築
い

て
い
こ
う
と
、『
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
を
し
よ
う
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
全
自
治
会
で
の
開
催
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
と
同
じ　

地
区
で
開
催
が
で

３６

き
ま
し
た
。

　

近
年
の
座
談
会
で
は
、
身
の
周

り
や
地
域
で
の
暮
ら
し
の
課
題
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
自
治
会
長
の

協
力
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に

改
め
て
敬
意
を
申
し
上
げ
、
来
年

度
は
さ
ら
に
多
く
の
自
治
会
で
開

か
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

連
続
開
催
の
自
治
会
増
え
る

　　

過
去
５
年
以
上
連
続
し
て
開
い

て
い
る
自
治
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
平
成

　

年
度
の
時
点
で
は
６
地
区
だ
っ

１９た
の
が
、
平
成　

年
度
は　

地
区

２０

１０

に
、　

年
度
で
は　

地
区
と
着
実

２１

１３

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
治
会
総
会
の
事
業

計
画
に
座
談
会
開
催
を
入
れ
て
い

た
だ
く
自
治
会
が
増
加
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
自
治
会
で
も
、
小
地
域
座

談
会
の
開
催
を
、
ぜ
ひ
予
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

複
数
自
治
会
で
合
同
開
催
も

 　

１
つ
の
自
治
会
で
な
く
、
隣
同

士
の
自
治
会
で
合
同
開
催
し
た
自

治
会
は　

地
区
あ
り
ま
し
た
。

１９

　

参
加
人
数
が
少
な
い
、
高
齢
化

な
ど
の
理
由
で
、
単
独
で
の
開
催

が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
も
現

実
で
す
。
そ
こ
で
、
２
つ
以
上
の

自
治
会
が
合
同
で
開
催
す
る
自
治

会
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
、
共
同
で

の
開
催
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

他
の
活
動
と
併
せ
た
開
催
が

 　

昨
年
ご
ろ
か
ら
、
地
区
公
民
館

活
動
の
料
理
教
室
や
青
年
教
室
、

ま
た
、
町
の
「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」

や
「
出
前
公
民
館
活
動
」
と
併
せ

て
開
か
れ
る
自
治
会
が
だ
ん
だ
ん

と
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

小
地
域
座
談
会
は
、
暮
ら
し
の

中
で
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
、

支
え
合
っ
て
誰
も
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、
地
域

み
ん
な
の
話
し
合
い
、
学
び
の
場

で
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
地
域

活
動
の
原
点
と
な
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
話
し
合
い
の
場
な
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
座
談
会
の
持
ち
方
も
、
ほ

か
の
地
域
活
動
と
併
せ
た
り
、
あ

る
い
は
ぽ
か
ぽ
か
教
室
や
出
前
公

民
館
活
動
な
ど
の
町
の
事
業
と
合

同
で
開
催
す
る
こ
と
は
有
意
義
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
第
２
部
は
次

回
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
４
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会
及
び

第
1
回
町
民
人
権
講
座
を
開
き
ま
す

　

日
時　

４
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

分
開
会

２２

３０

　
　
　

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
町
民
人
権
講
座
を
開
き
ま
す

場
所　

日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

 

【
総
会
の
内
容
】
①
２
０
０
９
年
度
事
業
･
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

②
２
０
１
０
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

【
町
民
人
権
講
座
】

講
演　
『
里
山
の
暮
ら
し
を
守
る
』

講
師　

安
達
享
司
さ
ん
（
安
達
商
事
代
表
取
締
役
）

　

山
間
集
落
や
地
域
へ
の
食
料
品
の
移
動
販
売
を
通
し
て
、
高
齢
者
な

ど
へ
の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
る
「
あ
い
き
ょ
う
の
ひ
ま
わ
り
号
」

の
活
躍
を
映
像
で
紹
介
す
る
ほ
か
、『
里
山
の
暮
ら
し
を
守
る
』
将
来
へ

の
目
標
・
夢
に
つ
い
て
、
安
達
さ
ん
か
ら
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
講
座
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
開
会
は
午
後
２

時
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開催地区数年  度

３１平成１４年度

２２平成１５年度

２２平成１６年度

２４平成１７年度

３１平成１８年度

２９平成１９年度

３６平成２０年度

３６平成２１年度

１７単独開催の
自治会

１０
２地区

合同開催の
自治会

９
３地区

合同開催の
自治会
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届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

岡
本　

角
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

９１

足
羽　

澄
子　
　
　

歳　
　

小
原

８０

■早いもので、広報担当となって６年目
に突入しました。■ということは、町内
の小学生みんなの顔写真を撮影し、４月
号の表紙にしてきたということになりま
す。■今年の１年生も元気いっぱいでし
た。レンズを向けるとポーズをとってく
れたり、ニコニコ笑顔をつくってくれた
り。一番かわいく写るよう努力するプロ
根性が垣間見え、感心しました（笑）(i)

草
餅
や 
火
襷 
も
ま
た
匂
ひ
立
ち   
（
講
師
）
谷   　

悦
子

ひ 

だ
す
き

　

小
石
に
も
そ
れ
相
応
の
下
萌
ゆ
る　
　
   　

安
達
つ
る
ゑ

　

千
も
あ
る
水
子
地
蔵
に 
涅
槃 
雪　
             

荒
木　

習
子

ね
は
ん

　

旧
道
は
老
の
足
並
余
寒
か
な       　
　
　
   

勝
瀬　

京
子

　 
水 
ナ 
底 
の
鯉
に
と
ゞ
き
し
春 
陽
射 
し          
川
上　

文
子

み 

ぞ
こ 

ひ　

ざ

　

学
校
は
地
区
の
真
ん
中
花
芽
吹
く      　
　

久
城　

霞
渓

　
　

樹
の
個
性
ゆ
た
か
に
飾
る
春
の
雪       　
   

徳
本
千
鶴
子

　 
雪
解
水 
谷
は
こ
こ
ぞ
と
活
気
づ
く       　
  

真
壁
富
貴
枝

ゆ
き 

げ 

み
ず

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。
　今年度から、曜日・時間を拡大しました。
▼開設日　毎週水・木・金曜日　９：００～１４：００
　　　　　１１：００には昼食の準備をします。午後
　　　　　からも参加する人は、お弁当・お茶を準
　　　　　備してください。

　太陽の光が入り、とても暖かい部屋で、お母さ
んやボランティアに見守られ子どもたちは安心し
て遊んでいます。おひさまひろばではじめて友達
と出会い、いろいろな経験を共にする中で、友達
を求める姿や「みんな一緒」という意識が育って
きます。みんなが楽しく集う場所にしたいです。
どうぞお誘いあわせ参加ください。
子育て支援室運営調整会議委員の皆さんを紹介し
ます（五十音順、敬称略）。荒木直美・緒形崇子・亀田
知恵・杉原和江・田口郁江 ･松本沙代子・松本智
子・森田順子・杠美恵子　よろしくお願いします。

　

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

５月の予定
　

 ■１３日（木）＝
　　　　　　　  相談したいことなどを事前に記入
　　　　　　　  する用紙がありますので、育児につ
　　　　　　　  いて気になること、困っていること
　　　　　　　  など、お気軽に相談ください。
■２０日（木）＝
　　　　　　　  保育所周辺の春を見つけに行きま
　　　　　　　  しょう。日よけや水分補給もしっ
　　　　　　　  かりしましょう。
■２６日（水）＝
■２８日（金）＝

広報ひの ２０１０年４月号

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

子ども用品をリサイクルしています

みんなで一緒に遊びましょう

今年度から
週３日・
５時間に拡大！
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ＭＡＹ（皐月）

ペットボトルの収集日（全町）金２１土 １

土２２日 ２

日２３憲法記念日（可燃ごみの収集は休みます）月 ３

月２４みどりの日（可燃ごみの収集は休みます）火 ４
歯科検診、フッ素塗布　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火２５こどもの日水 ５

古紙の収集日（全町）水２６人権相談　開発センター
午後１時～午後３時

木 ６
特定健康診査（集団検診）
※詳しくは下をご覧ください

木２７金 ７
軟質プラスチック、布・衣類・布団の収集
日 (全町 )

金２８土 ８
特定健康診査（集団検診）
※詳しくは下をご覧ください

日 ９

土２９健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月１０

日３０法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）５月７日〆切

火１１

固定資産税１期分の納期限日月３１乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

不燃ごみの収集日（全町）水１２

行政相談　開発センター　午前９時～正午

木１３

軟質プラスチックの収集日（全町）金１４

土１５

日１６

月１７
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

火１８

資源ごみの収集日（全町）水１９

農業相談　役場産業振興課　午前９時～正午木２０

直
通
電
話

72‐2104出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

広報ひの ２０１０年４月号

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
■島根銀行根雨支店（根雨）

～５月末まで
■山陰合同銀行根雨支店（根雨）

５月１７日～６月１８日
■蔵美術館（上菅）　

５月１日～３０日
■県西部地震展示交流センター（根雨）

　～６月２５日まで

※特定健康診査（集団検診）の対象地区・受付時間
▼２７日（木）…黒坂６・７区、久住、下黒坂、根妻、
下菅（会場＝町公民館、受付＝午前９時～午前１０時）。中菅、中
菅中央、近江・畑、小河内、布瀬谷、下・中・上上菅、
井ノ原、諏訪、漆原、下福長（会場＝町公民館、受付＝午後

１時３０分～午後２時３０分）。 
▼２８日（金）… 黒坂１～５区（会場＝町公民館、受付＝午

前９時～午前１０時）。根雨６区、三谷１・２区、貝原、舟
場（会場＝開発センター、受付＝午後１時３０分～午後２時３０分）。



　

昨
秋
か
ら
半
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
え
さ
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
作

業
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
、
案
内
役
を
努
め

て
く
だ
さ
っ
た
方
、「
頑
張
れ
よ
」と
激
励
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
今
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
周
辺
住
民
の
皆
様
に
は

車
の
往
来
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
で
、
オ
シ
ド
リ
の
北

帰
行
は
完
了
で
す
。

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

あ
り
が
と
う

・ ・

③

④

ま
ち
の
元
気
を
発
信

　　

最
近
、
三
寒
四
温
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
桜
の
花
も

満
開
と
な
り
、
日
に
日
に
春
め
い
て
い
ま
す
。

　

４
月
３
日
に
は
、
町
商
工
会
が
ま
ち
の
活
性
化
と
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
、「
た
た
ら
の
楽
校
」
を

町
公
舎
の
一
部
を
利
用
し
て
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
雨
は
、
た
た
ら
の
歴
史
と
宿
場
町
で
大
変
栄
え
た

ま
ち
で
し
た
。
た
た
ら
経
営
の
中
心
で
あ
っ
た
近
藤

家
の
歴
史
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
開
館
は
、

土
・
日
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
日
に
は
、
松
江
藩
主
が
参
勤
交
代
の
旅
宿

と
し
て
利
用
し
た
根
雨
本
陣
が
あ
っ
た
場
所
に
案
内

板
な
ど
が
完
成
し
、
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
じ
く
７
日
、
役
場
駐
車
場
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
こ
こ
は
ふ
る
さ
と
旅
す
る
ラ
ジ
オ
」
の
公
開
生
放
送

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
持
神
社
札
所
の
ス
タ
ッ
フ
や

ま
ち
づ
く
り
日
野
、
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、

元
気
良
く
ま
ち
の
現
状
を
全
国
に
発
信
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内
の
老
若
男
女
の
皆
さ
ん

が
多
く
観
覧
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
進
行
役
の
島

田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
巧
み
な
話
術
で
大
き
く
盛
り
上

が
り
、
お
な
じ
み
の
鳥
取
放
送
局
の
岩
野
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
も
参
加
、
拍
手
や
合
い
の
手
で
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
日
野
町
の
良
さ
が
強
調
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
番
組
の
延
べ
観
覧
者
数
が
、
な
ん
と
こ

の
日　

万
人
を
達
成
し
た
と
の
こ
と
。
各
位
に
感
謝

１０

す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
も
ど
も
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第４９回

『「しっかり食べて出発だ」「はい了解！」』
撮影●杉原正男さん（島根県雲南市）
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